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短 期 間 の 学 習 で 学 生 達 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 育 成 す る た め に 、 い か な る 項 目
や 活 動 を 授 業 に 取 り 入 れ、 また そ れ を ど う 教 室 外 の 社 会 と 関 連 づ け る べ き な の だ ろ う
か 。 こ こ で は ま ず 外 国 語 教 授 法 につ い て の い く つ か の ア プ ロ ーチ を 概 観 し な が ら 、 そ
れ と 学 習 者 の 日 常 生 活 や 自 己 学 習 と の 関 わ り に つ い て 論 じ て お く。1）　　　　　　 ト
よ く 知 ら れ て い る よ う に 、20 世 紀 半 ば ま で 外 国 語 教 育 で 主 に 用 い ら れ て い た の
が 、 古 典 とし て の ラ テ ン語 の 学 習 法 を 参 考 に し た 文 法 訳 読 法 （Grammar-Translation
Method : GTM ） で あ っ た 。 こ れ は 、 語 彙 の 暗 記 や 文 法 事 項 の 理 解 、 さ ら に は母 国 語
へ の 翻 訳 を 通 し て 外 国 語 を 習 得 し よ う と す る も の で あ る。 た だ し 、 読 解力 の養 成 に は
つ な が る もの の 、 会 話 力 が つ か な かっ た り 、 ま た 学 習 者 が 興 味 を 失 っ て し まっ た り す
る な ど と い う 問 題 点 を か か え て い た。 こ の た め 、 こ う し た 問 題 へ の 批 判 か ら、 ナ チ ュ
ラ ル ・ メ ソ ッ ド （Natural Method ） や 、 ダ イ レ ク ト ・ メ ソ ッ ド （Direct Method ） な
ど とい っ た 各 種 の 教 授 法 が 開 発 さ れ た 。
と り わ け 、 現 在 で も 多 く の 授 業 に 取 り 入 れ ら れ て い る の が 、1960 年 代 に ミ シ ガ
ン 大 学 の フ リ ー ズ 等 に よ って 開 発 さ れ た オ ー デ4 オ ・ リ ン ガ ル ・ メ ソ ッ ド（Audio
Lingual Method : ALM ） で あ る。こ れ は 構 造 主 義 言 語 学 や 行 動 主 義 心 理 学 を 基 盤 とし 、
言 語 習 得 を 「刺 激 」 と 「反 応 」 に よ る 「 習 慣 形 成 」 と捉 え る 立 場 に あ る 。 教 室 内 で は
教 師 主 導 の 下 、 模 倣 （ ミ ム ・ メ ム練 習 ） や 、 応 答 、 代 人 、 拡 大 とい っ た パ タ ー ン ノ・。プ
ラ ク テ ィ ス （文 型 練 習 ） を 繰 り 返 す こ と に よ り 、学 習 者 は 教 師 のcue  （刺 激 ） に対 し
て 、 正 確 に か つ す ば や く反 応 で き る よ う に な る こ とが 求 め ら れ る。 た だ し 、 教 室 内 で
は 、 い か に 素 早 く 正 し い 言 語 形 式 で 反 応 す る か が 重 要 視 さ れ、 言 語 能 力 が こ うし た 教
室 内 で の 応 答 能 力 や 文 法 能力 な ど に 限 定 さ れ て い る た め、 真 の 伝 達 能 力 に 結 びつ か な
いこ と が 批 判 さ れ て きた 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヶ
こ う し たALM の 文 型 重 視 の 指 導 法 に 対 し て 、 伝 達 能 力 を重 視 し た 教 授 法 へ の 転 換
を 図 ろ う とし て 、1970 年 代 以 降 に 開 発 さ れ 、 発 展 し て き た の が コ ミ ゴ ニ カ テ ィ ブ ・
ア プ ロ ー チ （Communicative Approach : CA ） で あ る 。
まずWilkins  （1976 卜 は 、 文 法 能力 と伝 達 能 力 は 同 一 の も の で は な く、 文 法 体 系 を
習 得 し た か ら とい っ て 伝 達 能力 を 習得 で き る わ け で は な い こ と か ら 、 伝 達 能力 の 育 成
の た め に 、従 来 の 文 法 な ど 言 語 の 構 造 を 中 心 と す る シ ラバ ス で は な く 、「時 間」寸 継 続 」
「 頻度 」「順 序 」「 量 」「 位 置 」 な ど と い っ た 言 語 の 概 念 （notion ） や、「承 認 」「 情 報 の
要 求 」「挨 拶 」な ど とい っ た 言 語 の 機 能 ㈲nction ）を 中 心 と し て 配 列 し た シ ラ バ ス（ノ
ー シ ョ ナ ル ・フ ァ ン ク シ ョ ナ ル ・ シ ラ バ ス ） を 用 い る こ とを 提 案 し た 。
さ ら にMorrow  （1981 ） は、「 あ る 概 念 シ ラ バ ス （さ ら に厳 密 に 言 え ば 機 能 シ ラバ ス ）
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を 採 用 し た だ け で は い 学 習 者 に伝 達 能 力 を つ け る保 障 に は な ら な い の で あ るレ（中 略 ）
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は単 ユな る 言 語 形 式 につ い て の知 識 以 上 の も の を包 含 し て い る。 つ
ま り、そ の形 式 を 適 切 な 方 法 で 使 い こ な し て い く 能 力 が な け れ ば な ら な い 」（小 笠 原 訳 、
p.58 ） と し 、 と り わけ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 育 成 の た め の 活 動 で は 、 伝 達 過 程 にお
い て 、2 人 の う ち の1 人 は もう 一 方 の 知 ら な い 事 柄 を 知 っ て い る とい う 「 イ ン フ ォメ
ー シ ョ ン ・ ギ ャ ッ プ 上 自分 か 何 を ど の よう に 言 う の か につ い て の 「 選 択 権 上 自 分 の
発 言 に対 す る 「 フ ィヤ ドノやツク 」 の 三 つ を 考 慮 に 入 れ る べ き で あ る こ と を示 し た 。 こ
れ は 、 コ ミ ュ ニ カ テ ィ ブ ・ アプ ロ ー チ の 最 も 重 要 な 原則 と なっ てお り、 以 降、 こ うし
だ 原m を 織 り込 ん だ タス ク 活 動 や ロ ー ル ・ プ レ イ な ど が多 用 さ れ る に到 う て い る 。2)
さ ら に こ こ で 重 要 な の は、 外 国 語 教 育 が 、 教 師 中 心 の 立 場 から で は な く、 学 生 中 心
の 立 場 へ と 転 換 が 図 ら れ た こ と に あ る 。 そ れ は 学 習 者 を 中 心 と し て 行 わ れ る 教 室 内 活
動 を 意 味 す る の み な ら ずニ、寸 ニ ー ズ 調 査 」 等 に よ っ て 学 習 者 の 関 心 や 必 要 性 の あ る 分
野 を 分 析 し 学 習 内 容 を 決 め たノり 、 あ る い は 実 際 に 教 室 外 の 社 会 的 環 境 や 母 語 話 者 と の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 関 す る 内 容 を 積 極 的 に 活 動 内 容 に 取 り入 れ た りす る こ と も含 ま
れ る 。　　　　　　 ト　 ノ　 ノ 。・ 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
岡 崎 （1990 ） は 、 教 室 外 で の ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー ど の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 組 み





自 己 学 習 能 力 と い う場 合 、 そ れ は 将 来 に 渡 っ て 学 習 者 自 身 が 養 成 し 発 展 させ 続 け
て い く もの で あ 谷 て は じ めて 意 味 を 持 つ 。 そ の 意 味 で 、 教 室外 の ネイ テ ィ ブ ス ピ
ー カ ー の 与 え る イ ンプ ッ ト に ど う対 応 し ど う 処 理 す る かレを含 め た コ ミ ユ ニ ケ ー シ
ョ ン 能力 の 養 成 を組 み 込 ん だ 学 習 能 力 の確 保 は 重 要 で あ る と い え る 。 従 っ て 教 室
汐1ヽの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 意 識 的 に 取 り 込 ん だ タ ス ク は ネ イ テ ィ ブ スピ ー カ ー と
の 間 の ゴ ミ ユ ニ ケゞ シ ョ=ン 能 力 の 養 成 に留 まち ず 自己 学 習 体 勢 を 作 っ てい く こ と
を も可 能 に す る。。（pj61 ）　　　
丿　　　　　　　　　　 し
もっ と も 日 本 に お け る 中 国 語 教 育 にお い て 、 ネ イ テ ィブ ス ピ ー カ ー と の接 触 を 課 題
と し て 全 員 に 要 求 す る の は 現 実 的 で は な い も の の 、 短 い 期 間 内 に い か に コ ミ ユ ニ カ テ
ィ ブ な 教 室 活 動 を取 り 入 れ/る か、 ま た い か に そ れ を 社 会 的 実 践 や 自 己 学 習 に 結 び つ け
て い く か は、 非 常 に 大 きな ポ イ ン ト に な る だ ろ う 。 そ の た め に は、 現 在 や 将 来 に お い
て 、 学 生 が 中 国 語 の ネ イ テ ィブ ス ピゞ カ ー と接 触 す る 機 会 に 注 目 し 、 そ うし た 社 会 と
関 連づ け さ れ た 学 習 項 目 を 教 室 活 動 に取 り込 む 必 要 が あ る 。 そ れ を 教 室 外 で の 交 流 に
結 び つ け 、 授 業 終 了 後 に 自 律 的 に 学 ん で い く と い う 動 機 お よび 能力 を 創 造 す る こ とが
で き れ ば 、 第 二 外 国 語 の 科 目 は、した と え 短 期 の 学 習 で あ っ て も大 き な 役 割 を 果 た す こ
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育の動向 として注目すべ きは、欧州評議会（Council of Europe ）が策定したCEFR
（Common European Framework of Reference for Languages : Learning, teaching,
assessment ）である。ここでは、言語の使用や学習を、ある「課題」（tasks）を遂行
するためのものとする「行動中心の考え方」が採用されてお り、その具体的な熟達




























































月1 日現在のわが国における留学生数は14 万1774 人であり、とりわけ中国語圏の留






簸者数は64 万9982 人であり、前年同期比では8 万7164 人、15.5％増と急増している。
そのうち中国人が28 万7105 人と最多であり、全体の442% を占めている6 今後学
生が職業に付いたときに、中国語圏の労働者と関わる機会はますます増えていくこ と
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ブスピーカーと接する機会のあった者は25 名であった に の他に中国語圏の国へ旅



















































































































・中 国語 は初 め は全 然分 から なかっ た け ど電車 の 中で 中国語 で アナ ウンス をし た りし てい




・デ パ ート な どで の すナウ ン ス で、 数 字 な ど を 聞 き取 る こ とが 出 来 た。
・バ スや 車内 ア ナウ ンス をよ く聞 く よう になっ た。 また、外 国人 が多 く集 まる 所 に置い て
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注
1 ） コミ ュニカ テイブ・アプロ ーチに到る までの各種教 授法の変遷 につい ては、 高見渾（1989,
2004）、名柄他（1989）、岡崎（1990）等を参照。
2 ）こうし たコミュニケーション重視の新たな教授法の導入は、 中国語教育 において は未だそ れ
ほど多 くはない ものの、例え ば、2002 年 に中国で発行 された『高等学校外国留 学生沢悟教学太
鋼 短期強化』 では、「中国語コミュニケーション能力の向上」が目標として掲げられ、「 意念一
功能大鋼」（ノ ーショナル・ファンクショナル・シラバス）や、「任努教学法」（タスク中心 の教
授法） が採 用されている。 またそこでは、 比較的短い 学習時間のなかで大量 のコミュニケ ーシ
ョ ン訓練を行うことを通して、初級、中級、高級に渉る「沢悟交除任努項 目表丁（中国語コミュ
ニケ ーショ ン・タスク項目表） の各項 目をマスターし てい くという教育方針が掲げられている。｀
また、 わが 国の大学教育においてコミュニカテ イブ・アプ白－チを採用 したものとし ては、胡
56
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（2009）の研究があ る。
3 ）http://www.into.go.jp/jpn/downloads/2010_totaLpdf
4 ）http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukantourokusyatoukeil  10603.html
5 ）http://www.jasso.go.jp/statistics/intしs udent/documents/datalO.pdf
6 ）ただし、 本稿 が調査対象 とし た椙山女 学園大学では、中国人留学生 はご く僅かしかおらず、
学内においての留学生 との交流はほと んど見込 めない状 況となっている。
7 ）httpソ/w　ww.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r985200000117eu.html
8 ）http://wWw.mext.go.jp/b_menu/houdou/23/08/1309275.htm ＋
9 ）なお ポルトガ ル語を母 語とする児 童生徒は、主 に東海地方 に集中してお り、 例えば、本稿
がアンケート調査 を行っ た椙山女学園大学の所在地である愛知県 では、 ポルト ガ ル語3163 人、
中国語561 人 と、 圧倒的にポ ルト ガル語 話者が多 い状況となっている。
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